
 

【法量】 

縦 149cm、横 69cm 

 

この仏
ぶつ

画
が

は阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

注１が観
かん

音
のん

注２・勢
せい

至
し

注３の二菩
ぼ

薩
さつ

を伴って来
らい

迎
ごう

注４されるさまを描いたものであ

る。三尊の衲
のう

衣
え

注５や裳
も

注６の部分に

使われた細かい截
きり

金
がね

文
もん

様
よう

注７が特

に見事である。 

  阿弥陀如来の肉
にく

髻
けい

注８の低いこと

や、指の爪が長いこと、また両手の

位置などに中国宋
そう

風注９がみられる。 

  脇
きょう

侍
じ

注 10の観音・勢至の両菩薩

の位置が、通常の三尊図のように

同じ高さでないことで、脇侍の動き

が感じられる。光
こ う

背
はい

注 11の火炎は天
てん

台
だい

宗
しゅう

系
けい

注 12で、知
ち

恩
おん

院
いん

注 13派の画

風を偲
しの

ばすものである。三尊の足

元の雲の描き方などに古様がみら

れるが、鎌倉時代末期に我が国で

描かれたものと思われる。 

※琴南町誌 1986 より抜粋 

 
絹本）絵

え

絹
ぎぬ

にかかれた書画。絵絹は絵を描くために糸

密度が均等に織られた平織
ひらおり

の絹
きぬ

織
おり

物
もの

。 

著色）色を付けること。 

法量）仏像の寸
すん

法
ぽう

。ここでは仏像が描かれた絵の大き

さ。 

注１）極
ごく

楽
ら く

浄
じょう

土
ど

の仏。念
ねん

仏
ぶつ

を唱
とな

えると生
せい

あるものすべて

が極楽浄土に往
ゆ

けるという信仰が鎌倉時代に盛

んになった。 

注２）人々の救いを求める声を観
かん

じて救済する菩薩。菩

薩は悟りを求め修行し、将来仏になる者。 

注３）知恵の光で人々を救うとされる菩薩。 

注４）仏教用語。臨
りん

終
じゅう

に阿弥陀仏や菩薩が浄土より迎

えに来ること。 

注５）仏教用語。人が捨てた布を洗い、縫い合わせて

作られた袈
け

裟
さ

。 

注６）僧侶が腰につける衣。 

注７）金箔などを細く切り、筆と糊で貼り付けて表現さ

れた文様。伝統技法。 

注８）仏の頭頂部の髪を束ねたような形の肉の盛り上

がり。 

注９）鎌倉時代に出てきた、中国の宋の文化に影響を

受けた仏教美術の表現。写
しゃ

実
じつ

的
てき

で衣の皺
しわ

などが

複雑に描かれる。 

注 10）仏像の配置で本尊の両脇に配される仏像。阿

弥陀如来では左に観音菩薩、右に勢至菩薩

が侍することが『観
かん

無
む

量
りょう

寿
じゅ

経
きょう

』に説かれる。 

注 11）仏像の後ろに描かれる仏像の体から放たれる

光を表現したもの。後
ご

光
こ う

。 

注 12）６世紀末、中国の智
ち

顗
ぎ

禅
ぜん

師
し

が創始した仏教の

宗派。日本には奈良時代に鑑
がん

真
じん

が伝え、平安

時代に最
さい

澄
ちょう

が比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

で開創した。仏

教美術では経典に基づく伝統的な造形と僧

の修行から生まれた独創的な造形が合わさっ

ている。 

注13）華
か

頂
ちょう

山
ざん

知
ち

恩
おん

教
きょう

院
いん

大
おお

谷
たに

寺
でら

。浄土宗の総本山。法
ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

が没した地に寺院が建てられたのが

始まり。多数の重要な文化財を保有する。 

昭和 59 年８月１日指定 まんのう町指定有形文化財(絵画) 

絹本著色
けんぽんちゃくしょく

 

阿弥陀三尊像
あ み だ さ ん ぞ ん ぞ う

 

鎌倉時代末期 
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阿弥陀如来 

令和３年７月作成 

肉髻 

観音菩薩 

勢至菩薩 

截金文様 

脇侍 

光背 

衲衣 

裳 


